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様式様式様式様式２２２２－－－－１１１１　　　　評価結果評価結果評価結果評価結果のまとめのまとめのまとめのまとめ

都道府県名 面積 30.0ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ー

なし ー

あり ー

なし ー

あり ー

なし ー

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

平成19年度～平成23年度 平成23年度事後評価実施時期

長崎県 市町村名 時津町

平成19年度～平成23年度

－

417百万円

時津元村・浜田地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

なし

なし

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

数　　値

397

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

今後の対応方針等

工事完成時に工事現場を視察して、実施する。モニタリング
「土地区画整理審議会」おいて、本件事業の工事完成間際に工
事現場を視察してから計画内容や進捗状況等について検証し、
目標の達成感について実施する。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

平成24年3月に工事現場を視察して、先進地の視察学習をもって維持管
理への支援協議を行う。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

整備される公共施設の企画・維持管理を土地区画整理事業の負担と
利益関係者から選任された審議会で行う、まちづくり活動が継続するよ
うに誘導協議を実施する。

交付期間
の変更

地域創造支援事業 ： 時津中央第２土地区画整理事業（町単独費）
事業活用調査 ： まちづくり交付金事後評価作成業務委託
まちづくり活動推進事業 ： 時津中央第２土地区画整理審議会

新たに追加し
た事業

なし

事業活用調査 ： まちづくり交付金事後評価作成業務委託

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－ －

－

－

 ５）実施過程の評価

・時津中央第２地区としては、現地工事の実績は僅かな進捗であるが、建物移転交渉の結果、建物撤去により集落密度の緩和や老朽家屋の除去が直視され、まちなみ魅力が窺えるようになった。

その他の
数値指標３

大半が幅員4ｍ以下での紆余曲折で事業により
幅員4ｍ以下が撤去され、安全・安心・快適が発
現し、避難路が確保され居住環境への再生整備
の向上が図られた。

H24.9

狭小道路（幅員、約４ｍ以
下）の撤去率

％ 12 H19

交通量1400台/日の町道島本線の代替え機能を
担う都市計画道路の新設整備は、狭隘道路が解
消され、車輌の行き違い等が安全・スムーズにで
きようになった。

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

現況の狭小町道（幅員、約
4.5ｍ）の緩和後交通量

台 1400 H20

指　標

指標２

通学路の児童数

指標４

指標３

住環境改善率 ％

指標1

H24.9○
狭隘的な通学路が、新設される都市計画道
路へ移行で小学校の通学が安全となった。

都市計画道路の新設は、現道・新道ともに
交通機能としての安全・安心・快適が発現
し、居住環境への再生整備の向上が図られ
た。

仮換地指定に基づく工事着工より建築敷地
は確定され、道路築造や宅地造成、建物建
設で住環境改善が具体的に発現された。

H23

H24.9

○

719H23

11 H19 15 H23

700

まちづくり交付金事業完了に伴い、事業効果を把握するために事業
効果の分析を行うため。

目標
達成度

○

数　　値

－

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

なし

1年以内の
達成見込み

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

分散流入交通 台 0 H20

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

人 0 H20 400

 １）事業の実施状況 －

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画か
ら

削除した事業

道路事業 ： 都市計画道路　西時津左底線（島本工区）
土地区画整理事業 ： 時津中央第２土地区画整理事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－

14

17

483



様式様式様式様式２２２２－－－－２２２２　　　　地区地区地区地区のののの概要概要概要概要

単位：台 0 H20 700 H23 719 H23

単位：％ 11 H19 15 H23 17 H23

単位：人 0 H20 400 H23 483 H23

評価値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

住環境改善率

分散流入交通

時津元村・浜田地区（長崎県時津町）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・時津中央第２土地区画整理事業区域での整備効果の発現は、僅かな一部であり安全・安心・快適な居住環境への再生として、紆余曲折した狭小な生活道路や水路の　整備、及び宅地造成と建物移転、更に同時施行としての下水
道整備等々が必要とされる。
・本地区南部の元村郷排水路は、区域外となる箇所から時津川への放流施設を新規に整備を図り排水への安全を整える。
・都市マスアンケートにおける、道路網の整備への要望が、51.8％であり市街地郊外において高く、隣接市町への隣接道路整備等との総体的整え対処を行っていく。

まちの課題の変化

今期の事業実施範囲において、幹線道路及び生活道路の整備によって、道路機能の改善及び居住環境や防災面等の改善が図られ生活基盤施設整備がされ、併せて小学校の通学が安全となった。
なお、事業効果の発現が一部区域であり、残り大半での生活道路機能が不十分であり、下水道や排水路を含めた総合的な居住環境や防災面等の生活基盤整備の持続が必要となっている。

通学路の児童数

大目標：人にやさしい安全・安心・快適な居住環境への再生。
　 目標１：中心市街地の交通体制の完成をもって、時津町中心部の交通の安全策を図り快適な都心環境を創出す
る。
　 目標２：狭隘で紆余曲折した生活道路の整備改善をもって、住民が安心快適に暮らせる居住環境を創出する。

目標値

土地区画整理事業内の建物移転
区画道路、宅地造成（基幹・提案）

都市計画道路　西時津左底線
島本工区（基幹）

■■■■基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業
　　　　都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路
　　　　西時津左底線西時津左底線西時津左底線西時津左底線（（（（島本工区島本工区島本工区島本工区））））

■■■■基幹事業基幹事業基幹事業基幹事業　　　　□□□□提案事業提案事業提案事業提案事業
○○○○関連事業関連事業関連事業関連事業
　　　　土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業
（（（（時津中央第時津中央第時津中央第時津中央第２２２２地区地区地区地区））））

□□□□提案事業提案事業提案事業提案事業
　　　　時津中央第時津中央第時津中央第時津中央第２２２２
　　　　土地区画整理審議会土地区画整理審議会土地区画整理審議会土地区画整理審議会


